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Ｉ確かな学力を育む高校教育推進
新学習指導要領がめざす確かな学力の向上

Ｌ

会全道連絡協議

全道の高等学校

教員鰯教科指導力の向上指導方法等の工夫･改善一一

授業の改善｡充実

主体的に学習に取り組む意欲鰯向

三

各ブロックで5教科を実施各ブロックで5校程度を指定

く参加対象者〉

･授業実践セミナー講師
･各教育局主査

風実践

④英語

連携 成果の普及

④国語 く内容〉
●ワークショップや演習等による
指導方法の紹介
④教科指導力の向上に関る研究
協 議等

等

●地理歴史画公民

●数学

画実践研究の発表
･研究成果の普及

⑧理科
指導技術の伝授

く学校等の取組〉
③ガイダンスの充実
、研究成果･学習成果の発表等

授業実践スペシャリスト

担当指導主事Ｉ(i雪i:甥輔瀦蹴鵜

く啓発内容〉
●家庭学習の奨励
②読替の奨励

く参加対象枝〉

･実践研究推進校(20校）
･文部科学省研究指定枝

文部科学省研究指定枝
･学力向上実践研究推進事業
･英語教育改善のための調査研究事業
･スーパーサイエンスハイスクール等

ーー

高等学校学力向上推進協議会

全道で展開

確かな学力の向上

風実践発表・研究協議
･情報交換且

実践研究推進枝(20校） 授業実践セミナー(20会場）

学力向上サポートチーム

･各ブロック内の指導主事等で編成

･推進枝1校に1チームを派遣

学び推進月間(４月｡１１月）



確かな学力を育む高校教育推進事業事業計画書［平成２１年度］

１学校の概要

２実践研究計画等

（１）共通研究課題（平成２１～２２年度）

【様式１】

確かな学力に

関する学校の

諜題

平成２０年度卒業生の進路決定状況は約９３％であり、道内の普通科高等学校と比較しても高い決定率で

あった。しかしながら、現在の社会情勢やここ数年の入学者選抜学力検査結果等を考え、､本校生徒の夢の実

現に向けて、さらなる学力の向上を図る必要がある。

本校は、地域における中核校として、生徒の進路実現に向けて授業の充実や平常講習等への積極的な取組

を行っているが、生徒の家庭学習や主体的な学習不足等の課題が顕在化している。

ついては、謀題解決に向けて「各教科等における、思考力・判断力・表現力等の育成を図る指導方法等の

エ夫改善」を実践研究テーマとして、生徒の確かな学力の向上と定着のために、主体的に学ぶ意欲を喚起す

る授業や評価のエ夫、家庭学習の習慣化を図るための継鏡した学習課題のエ夫等の研究推進を図る°
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項目 具体的な取組の方策

ア 学力等実態鯛査を

活用した学力の把

握と授業改善

Ｏ「学力等実態調査」の分析．

･実施教科における鯛査結果の分析と課題の明確化

Ｏ校内研修会における授業改善の方策の検肘

･学力等実態闘査や定期考査等の分析結果をもとに明らかとなった諸課題について説明

･課題解決のための方策について提案

･提案内容に関する研究憾膳．

Ｏ生徒による授業評価の実施

･授菓評価項目のエ夫と改善

Ｏ研究授業の実施

･授業評価の結果、その課題解決のための方策を焦点化した研究授業の実施

イ 生徒や教員相互に

よる授業評価など

を活用した、ＰDCA

サイクルに基づく

授業改善

○授業改善への取組

･謀題解決のための方策に焦点化した研究授業の実施

･課題と方策の共有化

Ｏ授業評価の実施

･生徒による授業評価及び教員による授業評価の実施

･評価結果を基に課題解決のための方箪について協漣

ウ 学習習慣の定若や

学習意欲の向上の

ための指導方法、

教材等の工夫

Ｏ指導方法、教材等の工夫

･各種研究会参加や学校視察等の実施

･研究授業の実施．

Ｏ家庭学習習慣化に向けた取組

･各教科による学習課題の研究．

エ 到逮目標の設定及

びその目標を踏ま

えた評価規準の見

直し・改善

Ｏ各教科による到運目標の設定

･学力等実態調査や定期考査等の分析結果をもとに協議し、目標を設定

Ｏ評価規準の見直し・改善

・各教科での評価結果を鯛査するとともに、生徒の実態に応じた評価規準の見直しに向けた研
惨会の実施

学校名 北海道留萌高等学校＠．定） 校長名 樫木幸夫



(2)実践研究

実践研究テーマ 各教科等における、思考力・判断力・表現力等の育成を図る指導方法等のエ夫改善

実践研究教科等 具体的な実践研究内容
bP

◎地頚歴由 地理・歴史科において次の実践研究に取り組む

◎国語 (２．３年）

Ｏ学習意欲を高め、歴史的なものの考え方を育成するための研究

･各種教材のエ夫・活用（特に実物資料の活用により視覚・触覚に訴えるエ夫）

･歴史資料（考古資料・文字資料・絵画資料）の扱い方等の教材化

21年度 ○調べ学習を通じ、主体的に歴史を復元、解釈、解価する力を育成するための研究

。聞き取り調査学習の実施（発表会等）

○郷土の歴史探訪を通じて地域の現状・課題を考えさせるための研究

。郷土資料を活用した、地域の状況についての考察（地域住民を購師として招璃）

国膳科において次の実践研究に取り組む

(３年国語表現選択者）

○表現指導における確実な学力定若のための指導法の研究

･表現する意欲を高める指導のエ夫・改善

･事後指導のエ夫・改善

○効果的な学習指導

･新聞（ＮＩＥ）を活用した鰻現の指導

･推敵（自己）→批評（生徒）→評価（教師）→掲載（新聞社）と段階を経た表現力の向上

Ｏ評価の研究

･新聞投稿を活用した、評価方法のエ夫

地理・歴史科において次の実践研究に取り組む

(２．３年）

○前年度の実践研究の成果と蝶題を踏まえた学習指導に関する研究

･指導方法等の検証及び改善

○評価方法の研究，

22年度 ･評価結果の分析を基にした研究及び発表会等の実践評価のエ夫．

国寵科において次の実践研究に取り組む

( ３年国語表現選択者）．

Ｏ表現指導における確実な学力定着のための指導法の研究

･前年度の反省を踏まえ、さらに意欲を高める指導のエ夫・改善

･事後指導のエ夫

Ｏ前年度の成果と課題を踏まえた研究

･指導法と評価規準の検歴

Ｏ評価の研究

･生徒の意欲を引き出し、表現力向上を図る評価方法のエ夫・改善

、












